
 

 



 

 
日本無線長野事業所の会場には、各校PTA会長や校長先生にお集まりいただきました。 

 

 
治水や防災のプロフェッショナル、信州大学の吉谷教授。雨が降って洪水になっても逃げない理由のひと

つが「正常化バイアス」で、逃げ遅れゼロ実現には「子どもの視点」も重要とのことです。 

 

 
長野県危機管理防災課では「信州防災アプリ」を配信中。逃げ遅れゼロには、正しい情報収集や日ごろの

備え、家族の会話などが重要というお話がありました。 

 



 
ものづくりメーカー日本無線の寺田さん。長野市の工場で、防災無線や気象レーダの開発をおこなってい

ます。 

 

 
当日は、新聞やテレビの取材もありました。 

 

 
zoomを活用してオンラインでのグループディスカッション（グループワーク）を開催しました。地域の学

校の「横のつながり」も防災には重要です。 



 
グループディスカッションでの話し合いの内容を、グループごとに発表頂きました。こうした、考えて発

信する機会が「もしも」の時に役立ちます。 

 

 
予報に欠かせない「気象レーダー」を実際に見学させていただきました。 

 

防災「逃げ遅れゼロ」は、ひとりでは実現できません。 

もしもの時、学校・地域・家族や保護者だけでなく、企業や行政も一体となる取組みが必要です。今回

は、長野市PTA連合会のブロック協議会から、より多くの方々をつないだ「親の会」を開催することができ

ました。ご参加、ご視聴いただいた皆さま、ご協力いただいた皆さまに改めて感謝申し上げます。 


